
大会開催可否及び変更等の判断 

① 大会開催の可否判断 

●大会運営が安全に行なうことが出来るか否かについて判断 

●判断者・・・主催団体の責任者（実行委員会） 

② 大会中止の要因 

１、気象（豪雨、突風、湖面の荒れ、地震などの天変地異） 

２、事故（アクセス圏内での交通事故、会場やコースでの事故） 

３、事件（会場周辺やアクセス圏内での大事件やテロ） 

４、その他トラブル 

③ 中止判断基準 

●上記の要因により下記事項が当てはまるとき 

 １、大会運営や大会準備が安全に行なえない事象が発生または予想される場合 

 ２、大会に関係する選手やスタッフ応援者が安全に来場、帰宅できない場合 

 ３、大会会場及びコース上の設営物が安全に設営、維持ができない場合 

④ 可否及び変更等の判断と告知 

  ●大会事前判断 

 １、大会開催日より前に開催が出来ないと判断した場合は、可能な限り速やかに告知 

する。 

 ２、主催者は、大会前日に大会の可否について確認する。 

  ●大会当日判断 

 １、当日に開催が出来ない、またはコースを短縮・変更等行い開催する場合でも、スタ

ート１時間前までに決定する。 

 ２、大会当日主催者は、早朝に会場及びコースの安全を確認し大会実施の判断をする。 

  ●大会開催中 

 １、大会開催中に大会を中止しなくてはならない場合は、速やかに選手を安全な場所に

誘導する。スタッフは、口頭で選手や応援者に周知し誘導する。 

⑤ 告知、周知の方法 

１、大会ホームページ 

２、口頭 


